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婦人問題解決のための

足 立 区 行 動 計 画

男女が共に協力し豊かなまちづくりを

足立区長

古 性 直

昭
和
五
〇
年
(
一
九
七
五
年
)
の
国
際
婦
人
年
を
契
機
と
し
て
、

メ
キ
シ
コ
で
開
催
さ
れ
た
世
界
会
議
で
は
、
女
性
の
政
策
決
定
の

場
へ
の
参
加
の
促
進
、
男
女
の
性
差
別
の
撤
廃
、
女
性
の
健
康
管

理
な
ど
を
含
む
世
界
行
動
計
画
が
採
択
さ
れ
、
こ
れ
に
従
っ
て
、

わ
が
国
に
お
き
ま
し
て
も
、
男
女
平
等
観
に
基
づ
く
国
内
行
動
計

画
を
全
国
規
模
で
と
り
組
ん
で
お
り
、
婦
人
の
地
位
向
上
に
向
っ

て
明
る
い
展
望
が
開
か
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
区
長
就
任
以
来
、
婦
人
に
関
す
る
施
策
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。昭
和
五
十
五
年
に
発
表
い
た
し
ま
し
た「
足
立

区
基
本
計
両
」
の
中
に
お
き
ま
し
て
も
、「
連
帯
し
て
築
く
心
の
ふ

れ
あ
い
の
留
か
な
ま
ち
」
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
「
婦
人
の
活
動

の
保
障
」
を
取
り
あ
げ
、
婦
人
問
題
解
決
の
具
体
的
推
進
を
図
る

た
め
行
動
計
画
を
す
み
や
か
に
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述

べ
ま
し
た
。
そ
の
年
の
十
一
月
に
足
立
区
婦
人
問
題
会
議
を
設
置

し
、「
足
立
区
婦
人
行
動
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え

方
と
施
策
の
方
向
」
に
つ
い
て
諮
問
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
昭

和
五
十
七
年
卜
月
に
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

区
は
、
こ
の
答
申
を
尊
重
し
「
婦
人
問
題
解
決
の
た
め
の
足
立

区
行
動
計
画
」
を
策
定
す
る
た
め
、
足
立
区
婦
人
行
動
計
画
推
進

会
議
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
婦
人
対
策
は
家
庭
・
教
育
・
労
働
・

健
康
・
柚
祉
と
t
活
全
般
に
関
連
し
、
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
総

合
的
、
か
つ
効
果
的
な
施
策
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
行
動
計
画
の

策
定
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
全
庁
あ
げ
て
と
り
組
み
、
婦
人
問
題

解
決
の
た
め
の
基
本
方
針
の
確
立
と
施
策
の
体
系
化
を
図
る
た
め

慎
重
審
議
を
重
ね
て
、
こ
こ
に
「
足
立
区
行
動
計
画
」
を
発
表
す

る
に
至
り
ま
し
た
。

計
画
の
実
現
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、財
政
上
の
制
約
を
は
じ
め
、

様
々
な
川
野
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
国
、
都
、
お
よ
び
民
問
諸
団

体
と
緊
密
な
連
携
を
保
ち
つ
つ
I婦
人
の
地
位
向
上
を
め
ぎ
し
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
計
画
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
区
民
各
位
の
一
層
の

御
理
解
、
御
協
力
を
お
願
い
中
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
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女
性
と
男
性
の
対
等
な
参
加
で

社
会
の
豊
か
な
発
展
を
め
ざ
し
て

足
立
区
は
、
「
婦
人
問
題
解
決
の
た
め
の
足
立
区
行
助
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昭
和
5
5年
H
川
に
兇
足
し
、
昭
和
5
7年
H
月
に
価
期
林
了
し

た
足
立
区
婦
人
問
皿
会
議
(
委
員
三
一
名
)
が
。区
長
に
対
し
て
行
っ
た
答
巾
に
卜″
づ
い
て
策
定
し
た
も
の
で
す
。
行
助
計
画
の
内
容
は
I。婦
人
問
題
の
解
決
を

め
ぎ
し
て
の
圸
本
理
念
」
「
計
画
の
基
本
的
な
七
え
方
」
「
行
動
計
画
施
策
の
体
系
」
ノ
打
動
計
画
の
課
題
刈
施
策
の
内
容
』
の
四
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
行
動
計
画
の
計
・画
喞
業
は
】・・九
二
件
に
ら
の
ぽ
り
、
新
現
小
業
だ
け
で
も
二
○
余
を
数
え
て
い
ま
す
。
区
で
は
、
こ
の
計
画
の
推
進
の
た
め
に
、

区
民
各
位
、
関
係
謡
機
関
等
と
協
力
し
な
が
ら
、
全
庁
組
織
を
あ
げ
て
収
り
机
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
の
特
集
吁
で
は
、
こ
の
廿
・画
の
概
要
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

婦
人
問
題
の
解
決
を

め
ざ
し
て

―
基
本
理
念
―

今
日
、
女
性
の
生
き
方
は
大
き
な
転
換

期
を
迎
え

て
い
ま
す

。

、
平
均
年
齢
の
伸
長
・
核
家
族
化
の
進
行

教
育
水
準
の
向
上
な
ど
が
、
女
性
に
か
っ

て
な
か
っ
た
程
の
・
長
い
人
生
を
も
た
・
わ
し

こ
の
人
生
を
I
か
に
生
き
る
か
"
と
い

う

こ
と

が
、
鳥
齢
化

社
会
を
ひ

か
え
た
巾

で

問
題
提

起
さ
れ
て

い
ま
す
。

女
性
は

今
、
充
実
し

た
生
き
方

と
、
将
来

の
見
通
し

を
探
り
始

め
て
い
る

の
で
す
。

戦
後
3
7
年
を
経
過

し
、
基
本

的
人
権

の

雌
爪
と
男

女
画
性
の
平

等
を
保

障
し
て

い

る

日
夲
国

憲
法
の
も

と
で
、
女

性
の
地
位

は
大
き
く

向
上
し
ま
し

た
。

経
済
社
公

の
中
で

も
・
働
く
女

性
は
、
全

雇

用
者
の

雀
を
占
め

、
女
性
の
米

た
す
役

割

は
牋
川

的
に
大
き

く
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
爬

地

域
・
社
会
活

動
に
参
加

す
る

女

性
し
癶

し
く
川
加
し

、
社
会
生

活
を
営

む

う
え
で

も
、
女
剌

は
欠
く
こ

と
の
で
き

な
い
台
6

と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う

に
、
女

性
は
社
会

の
あ
ら
ゆ

る

場
で
男

性
と
共
に

働
き
、
活
躍

を
し
て

い
ま
す
が

、
残
含
な

が
・
恍

女

們
は
女
性

で

あ
る
と

い
う
だ
け
で

社
会
的

に
不

利
益

を
受
け
、

持
て
る
能
力

を
十
分

に
発
揮
で

き

な
い
と

い
う
状
況

が
社
会
の
多

く
の
鳩

面

で
兒
ら

れ
ま
す
。

こ
の
た
め

、
女
性

が

き
ま
ざ
ま

な
分
野
に

積
似
的
に

参
加

し
、

自

山
に
自
己
λ

現
し

、
自
ら
の
生

き
方
を

実
現

し
て
人

生
を
送
る

こ
と
は
今

な
お
難

し

い
収
況

に
あ

り
ま
す
。

今
日

の
男
女

の
不
平
等

を
生
し

さ
せ
た

要
因

は
、
長

い
歴
史
の
中

で
、
社
公

に
お

け
る

仕
事
・
衣

任
・
役
割

が
性
の

違
・
い
に

よ

っ
て

分
化
し

、
固
定
化

さ
れ
て

き
た
こ

と

に
よ

り
ま
す

が
、
性
の

適
い
に
よ

っ
て

女
性

だ
け

が
不

平
等

に
収

り
扱
れ

る
と
い

う
こ

と
は
、
憲
法

に
保
障

さ
れ
た

基
本
的

人
情

に
係
る
こ

と
で
あ
り

、
こ
の
よ

う
な

男
女

の
違

い
に
よ
る
役
例

分
業
観

は
見
直

し
て

ゆ
く
必
要

が
あ
り
ま

す
。

腿

全
な
社
会

を
兇
展

さ
せ
る
た

め
に
は

女
性

と
刀
性

が
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
平

等
に

参
加
す

る
権
利

と
機
会

が
似
障
さ

粍

共

に
行

動
し
贊
H

し
て
ゆ
く
嘔
が
必
要

で
す
。

足

立
区
で
は

ご

圍
記
理

念
に
基

づ
き
女

性

が
上

崕
の
生

き
方
を

ご
・
上
体
性

を
持
っ

て
選
択

・
設
計

し
、
そ
の

個
性
と
能
力

を

発
揮
で

き
る
よ

う
な
条
什

づ
く
り
を

進
め

国
・
都

・
関
係
<
4
:機
関
・

民
間
団
体
下

と

協
力
し

な
が
ら

、
足
立
区

の
婦
人
問
題

の

解
決
と

婦
人
の

地
位
の
向
匕

の
た

め
に
、

足
立
区

行
動
計
画

の
日
。
(体

的
な
活
動

を
艇

開
し
て

い
き
ま
す

。

計
画
の
基
本
的
な

考
え
方

計
画
策
定
の
趣
旨

昭
和

五
○
年

こ

足
じ
・
h
年
)

国
際

辿
(

‥
は
・
「
国

際
婦

人
年
」
を

メ
キ
シ
コ
で
開

催
し

、続

く
【
儿
じ

六
年
か

ら
一
凡
八
五
乍

ま
で
の

一
〇

間
を
「
吋

連
婦
人
の
一
○

年

」
と
決
め
、
平
等

・
発
展

・
平
和
の
三

大
テ

ー
ヤ
心
も
と

に

、
外
国

及
び
国
際

レ

ベ
ル
で
婦
人
問
題
の

解
決
の

た
め
に

、
行

動

を
起
こ
す
よ
う
呼

び
が
け

ま
し
た

。

こ
の
要
請
に
よ
り

、
全
世

界
で
国
際

婦

人

年
の
卜
標
達
成

へ
の
収
り

机
み
が
な

さ

れ
て

い
ま
す
が

、
我

が
国
で

は
昭
和
・五
二

年

一
月
「
川
内
行
動

計
画
に
を

、
同
年
一

○
H

「
国

内
行
動
計
画

前
期
重

点
目
標
」
を

碵

定
し
ま
し
た

。
束

京
都
で

も
昭
和
・
血
三

年

「
婦
人
問
題
解
決

の
た
め

の
東
京
都
行

動

計
画

」
を
策
定
し

ま
し
た

。

足

立
区

で
は

、昭
和
五

五
年
十

一
月

に

、

「
足

立
区

婦
人
問
題

会
破
」
に

、
足
立
区

婦
人
行
動
・
計
画
策
定

に
あ
た

り
て
の
皿

本

的

な
乙
え
ゐ

と
咄
碵

の
方
向

に
つ
い
て

諮

問
し

、
昭
和

五
L

年
三

月

、中
間

答
申
を

、

吋
年

一
〇

月

、
酘
終

答
巾
を
受

け
ま
し

な

こ
の
答
巾

な
ら
び
に

、
内
外

の
婦
人
呟

策

の
以
況
を

略
ま
え

、・
婦
人
問
町

解
決
の

た

め
の
坊
本

方
針
と
し

て

、「
婦
人

問
題
解

決

の
た

め
の

足
立
区
行
動

計
画
』
を
策
定
し

、

足
立
区
の

婦
人
問
題

の
実
質

的
か
つ
具

体

的
な
解
決

を
図
っ
て

い
く
も
の

で
す

。

計
画
の
性
格

こ
の
計
画
は
、
現
行
行
財
政
制
度
を
前

提
に
『
火
現
可
能
性
を
配
慮
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
卜足
立
区
婦
人
問
題
会
議
芥
巾
』を

最
大
限
に
啄
叺
し
、「
足
立
区
基
本
計
画
」

と
の
卜
経
性
を
図
っ
て
計
画
し
て
い
ま
す
。

施
策
の
範
囲
は
、
性
に
よ
る
名
別
N
婦

人
川
題
解
決
の
た
め
の
直
接
的
施
策
及
び

介
護
・
石
護
川
題
な
ど
、
婦
人
問
題
解
決

の
た
め
の
面
接
的
施
雛
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
特
に
女
性
に
関
係
の
深
い
施
策
や
、

労
働
の
分
野
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
が
、
区

行
政
の
権
限
を
越
え
た
都
レ
ベ
ル
・
国
レ

ベ
ル
の
柮
策
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
、
法
律
の
改
正
等
が
必
要
と
さ
れ
る

も
の
を
含
ん
で
い
ま
す
。

計
画
の
期
間

昭
和
五
八
年
か
ら
、
足
立
区
基
本
計
画

最
終
年
の
昭
和
六
四
年
ま
で
と
し
ま
す
。

計
画
推
進
の
た
め
に

こ
の
計
画
は
、区
政
の
あ
ら
ゆ
る
都
門

で
積
極
的
に
収
り
机
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
国
・
都
・
関
係
機
関
と
の
辿
携

と
協
力
を
深
め
で
区
民
に
対
し
て
、
啓
発

活
勦
や
情
報
の
提
供
、
調
在
活
助
等
を
行

い
。区
尺
参
加
の
も
と
に
、
理
解
と
協
力

を
件
な
が
ら
計
・肖
を
進
め
ま
す
。

行
動
計
画
の
施
策
の
内
容

足
立
区
の
婦
人
問
題
の
解
決
と
、
婦
人

の
地
位
向
L
を
め
ざ
す
た
め
、
こ
の
計
画

で
は
、
取
り
糾
み
目
標
と
し
て
次
の
五
つ

の
課
題
を
設
定
し
ま
し
た
。

(
1
)
社
会
参
加
の
促
進

(
2
)
男
女
平
等
観
に
た
っ
た
人
問
の
形
成

(
3
)
就
業
状
況
の
改
善
・
整
備

(
4
)
家
庭
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上

(
5
)
母
性
の
保
護
と
健
康
の
維
持
骨
理

こ
の
五
つ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

方
向
づ
け
と
し
て
、
課
題
別
大
系
を
右
下

表
の
と
お
り
作
成
し
ま
し
た
。

課
題
別
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

女性の ライフサイクルの変化 婦人問題解決のための課題別体系

社

会

参

加の
促
進

女
性
が
男
性
と
平
等
に
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
参
加
す
る
4
件
が
整
え
ら
れ
、
女
性

自
身
が
主
体
的
・
積
極
的
に
参
加
し
て
い

く
こ
と
な
し
に
は
真
の
男
女
平
等
を
達
成

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

足
立
区
民
の
半
数
は
女
性
で
す
が
、
各

楝
の
政
策
・
方
針
決
定
に
参
加
し
て
い
る

女
性
は
少
な
く
。
こ
う
し
た
活
動
は
、
ほ

と
ん
ど
男
性
を
主
体
と
し
て
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

女
性
が
男
性
と
共
に
社
会
活
動
に
参
加

し
貢
献
す
る
こ
と
は
、
女
性
の
地
位
向
上

に
役
立
つ
ば
か
り
で
な
く
、
区
民
全
体
の

柵
柾
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、区
で
は
、女
性

の
社
会
活
動
へ
の
参
加
の
促
進
を
図
り
、

女
性
の
学
習
活
動
の
条
性
を
整
仰
し
、
社

会
・
般
の
婦
人
問
題
へ
の
理
解
を
増
進
さ

せ
る
施
簾
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

施
策
の
概
要

1
政
策
・
方
針
決
定
の
場
へ
の
女
性
の
参

加
の
拡
大

○
審
議
会
等
へ
の
女
性
の
禎
極
的
登
川
(

婦
人
問
題
の
解
決
を
め
ぎ
し
、
さ

ら
に
区
政
の
一
層
の
進
展
を
図
る
た
め

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
広
く
女
性
の
人
材
宛

増
を
行
う
と
共
に
、
各
裲
審
議
会
等
へ

の
女
性
の
登
用
を
積
極
的
に
図
っ
て
い

き
ま
す
。)

○
管
理
監
督
者
へ
の
女
性
の
積
極
的
登
用

2
社
会
的
気
運
の
醸
成

○
足
立
区
婦
人
対
策
進
絡
協
・議
会
の
設
置
(

婦
人
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
足

立
区
行
動
計
画
を
推
進
す
る
た
め
に
は

行
政
と
区
民
と
の
協
力
が
必
要
で
す
。

区
尺
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
「
足

立
区
婦
人
対
策
連
絡
協
議
会
」
を
設
置

し
ま
す
。)

○
足
立
区
婦
人
白
書
の
作
成

○
婦
人
対
策
担
当
組
概
の
充
実
唾
備

3
女
性
の
学
習
・
訓
練
の
場
の
拡
大

○
有
m
Eな
社
会
的
知
識
(
政
冶
・
経
済
等

)
の
講
座
開
催

○
労
働
技
能
を
身
に
つ
け
る
講
座
開
催

4
社
会
活
動
・
地
域
活
動
の
た
め
の
条
件

整
備

○
(
仮
称
)
足
立
区
婦
人
会
館
の
建
設

(足
立
区
の
す
べ
て
の
女
性
が
、
家

庭
、
職
鵬
さ
ら
に
社
会
全
体
に
お
い
て

自
由
に
活
力
あ
る
行
動
を
す
る
た
め
の

学
桝
・
交
流
・
協
力
活
動
の
拠
点
と
し

て
I
《
仮
称
》
足
立
区
婦
人
会
館

を

建
設
し
ま
す
。)

○
生
活
に
密
着
し
た
地
城
問
題
講
座
等
の

開
催
と
男
性
参
加
の
奨
励

○
地
域
住
民
団
体
に
対
す
る
1万
女
の
平
等

参
加
に
つ
い
て
の
相
談
・
助
言

○
男
女
平
等
参
加
を
促
進
す
る
住
民
団
体

グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
援
助

○
(
仮
称
)
女
性
人
材
銀
行
の
設
置
と
か

性
の
人
材
の
活
用

(女
性
の
社
会
に
対
す
る
役
割
の
川

加
に
伴
い
、
人
的
食
源
の
情
報
提
供
が

必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
婦
人
閉

題
の
解
決
に
向
け
て
の
「
《
仮
称
}
女

性
人
材
銀
行
」の
設
置
を
検
吋
し
、人
材

の
発
掘
・
活
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。)

5
女
性
の
人
格
を
尊
重
し
た
健
全
な
文
化

風
土
づ
く
り

○
啓
発
広
報
活
動
の
充
実

○
マ
ス
コ
ミ
・
文
化
調
食
委
貝
会
の
設
苫

要
請

6
女
性
の
国
際
理
解
と
国
際
協
力
の
機
会

の
推
進

○
女
性
の
轟
外
派
遣
の
援
助

○
海
外
冊
報
の
収
集
と
資
料
の
提
供

審議会・委員会等への女性委員参加状況

足立区世論調査　昭和57年6月

男
女
平
等
観
に
た
っ
た

人
間
の
形
成

教
育
は
、
一
人
ひ
と
り
の
人
間
が
一
生

を
通
じ
て
自
立
の
力
を
瓮
い
、
人
間
性
豊

か
に
生
活
で
き
る
人
間
を
形
成
す
る
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
女
性
と
男
性
が

共
に
能
力
や
個
性
を
全
面
的
に
か
つ
最
大

限
に
発
達
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
男
女
平

等
観
に
た
っ
た
教
育
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

区
で
は
、女
性
が
個
性
と
能
力
を
開
花

さ
せ
、伸
ば
し
て
い
く
た
め
に
、家
庭
教

宵
、学
校
教
育
、社
会
教
育
の
場
で
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
通
じ
、男
女
平
等
教
育
の
た

め
の
積
極
的
な
取
り
机
み
を
し
て
い
き
ま

す
。施

策
の
概
要

1
学
校
教
育
に
お
け
る
男
女
平
等
教
育
の

推
進

○
技
術
・
家
庭
外
に
お
け
る
男
女
共
修
の

推
進

○
学
級

会
・
生

徒
会
活
動
の

充
実

○
婦
人

問
題
の

視
点
か
ら

の
教
科
書

、
指

導
書

の
検
討

○
生
活

指
導
・

進
路
指
導

の
充
実

○
都
立

鳥
等
学

校
男
女
定
員

同
数
化
の

推

進
○
教
育

機
関
に

お
け
る
S

女
平

等
教
育

の

推
進

○
職
業

高
等
学

校
に
お
け
る

指
導
内
各

の

充
実

2
社
会

教
育
に

お
け
る
男
女

平
等
教
育

の

推
進

○
働

く
女
性
の

た
め
の
教

育
の
充
実

○
社
会
教
育
事
業
の
検
討
と
促
進

(
婦
人
問
題

解
決
の
た

め
の
系
統

的

、

自
主

的

、
紀

合
的
な
学
習

を
め
ざ
す

婦

人
問

題
講
座

を
開
設
し

、
男
性
の
参
加

を
積

極
的
に

促
進
し
ま
す

。

若

い
夫
婦

に
対
し
て
・

男
女
平

等
観

に
た

っ
た
夫

婦
の
あ
り

方

、
家

庭
の
あ

り
方

に
つ

い
て

理
解
を
深

め
る
た

め
の

学

級
を
開
設

し
ま
す

。)

○
生
命
を
尊
重
す
る
性
教
育
の
推
進

(
母
性
の
保
障
、女
性
の
人
格
の
尊
重

と
い
う
観
点
か
ら
、性
の
正
し
い
知

識
と
男
女
相
互
の
理
解
を
深
め
る
よ
う

な
学
習
を

奨
励
し

ま
す

。)

○
社
会
人
の

た
め
の
大

学

、
知
川

大
学
の

闘
放
要
請

3
家
庭
に
お

け
る
男
女

平
等
教
育

の
推
進

○
家
庭
に
お
け
る
男
女
平
等
意
識
の
形
成

と
し
つ
け

○
男
性
の
家

事
分
担

意
識
の
促

進

(
若
い
夫
婦
に
対
し
て
、家
庭
に
お

け
る
男
女

平
等
観

の
碓
立
を
図

り

、
母

性
保
護

の
正
し

い
皿

解
を
深

め
る
た

め

の
学
級

を
開
付
し

、
刀
性
の

家
嘔
・
宵

児
の
共
吋

合
加
を

促
進
す
る

よ
う
倅
及

啓
発
に
努

め
る
と

共
に

、
男

性
の
生
活

的
自
立
の

能
力
を

養
う
た
め

、
男
性

の

た
め
の
家

牛
学
習

、
技
術
講

習
会
を
成

人
教
育

の
中
で
実

施
し
ま
す

。)

4
男
女
平
等
教
育
の
推
進
態
勢
の
整
備

○
教
青
関
係

町
に
対

す
る
研
修

の
充
実

○
婦
人
教

斤
推
進
の

た
め
の
組

織
の
充

実

○
保
母

、
教
員
資
格

背
得
L

の

教
町
の
充

実
○
鳥
等
教

育
機
関
の
誘

致
促
進

5
婦
人
問
題

に
つ

い
て
の
啓
発

○
婦
人
問
題

に
つ

い
て
の
休
発

普
及
事
業

の
実
施

6
婦
人
問
題
に
関
す
る
資
料
・
情
報
の
収

集
・
公
開

○
婦
人
間
題
に
関
す
る
資
料
の
充
実
・
公

開
○
広
報
活
動
の
充
実

進 学 者 進 路 の 内 訳
( 昭 和56 年 度 足 立 区 中 学 校 卒 業 生)

就
業
状
況
の

改
善
整
備

女

性
と
男

性
が
個
人

と
し
て

共
に
社
会

的

責
任
を
担

っ
て
い

く
た
め
に

は

、
働
く

権
利

が
男
女

を
問
わ
ず

、
人
問

の
最
も
基

本

的
な
人
権

な
の

だ
と

い
う
こ

と
を
認
識

す

る
必
要

が
あ
り
ま
す

。

ま
た

、
憲

法
で
定

め
ら
れ
た

職
業
選
択

の

自
由

、
勤

労
の
権
利

等
の
諸

柚
利
が

、

男
女

の
別

な
く
平
等

に
保
障
さ

れ
な
け

れ

ば
な
り
ま
せ

ん

。

し
か
し

、
働
く
人

の
三
人

に
一
人
は
女

性

で
あ
り

、
経
済
分
野

で
大
き

な
廁
き
を

し

て
い
る
の

に
も

が
か
わ
ら
ず

、
現
実

に

は

、
貸
金

・
雇
用
の

機
会
を
は

じ
め
と
し

て

、
さ
ま

ざ
ま
な
面
で

女
性
は
不

平
等

な

取
り
扱
い
を
受
け
て
い
ま
す
。

労
働
の
場
で
の
男
女
平
等
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
男
女
の
固
定
的
な
役
割
分
担

に
と
ら
わ
れ
す
、
女
性
が
そ
の
能
力
と
資

質
を
開
花
し
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う

な
気
連
を
限
成
し
、
女
性
が
廁
く
た
め
の

社
会
環
境
の
整
備
を
推
進
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

働く人の
3 人に1 人は女性です。

施
策
の
概
要

1
就
業
機
会
に
お
け
る
男
女
平
等
の
推
進

○
職
業
に
関
す
る
男
女
差
別
意
識
の
解
消

○
企
業
に
対
す
る
男
女
差
別
是
正
の
啓
発

指
導(

募
集
・
採
用
で
、
合
理
的
理
由
が

な
く
女
性
を
差
別
す
る
企
業
に
対
し
て

差
別
を
是
正
す
る
た
め
、
衣
人
業
務
に

あ
た
る
公
共
職
業
安
定
所
が
さ
ら
に
指

導
を
強
化
す
る
よ
う
要
望
す
る
と
共
に

区
で
も
、
商
工
業
者
ゼ
ミ
ナ
・
ル
等
の

機
会
を
活
刷
し
て
経
営
者
を
啓
発
し
ま

す
。)

○
企
業
に
対
す
る
女
性
雇
用
の
奨
励

○
職
業
能
力
・
職
業
意
識
向
と
の
た
め
の

職
業
講
座
・
職
業
教
宵
の
充
実

2
職
場
に
お
け
る
男
女
平
等
の
推
進

○
女
性
の
劣
働
に
関
す
る
実
態
凋
査
の
実

施
○
啓
発
活
動
・
労
働
柑
談
等
の
充
実

○
労
使
に
対
す
る
協
力
要
請
・
指
導
の
強

化

(
賃
金

・
昇
給

・
昇
格
な

ど
の
労
働

条
件
の
男

女
差
別

の
是
正
を

、
労
使

に

対

し

さ
ら

に
指
導

を
徹
底
す

る
よ
う
に

国
や

都
に
要
望
し

、
区
で
も

、
労
使

に

対
す
る

協
力
要
請

の
方
法

を
検
肘
し
ま

す

。)

○
男
女
差
別

の
苦
愉

処
理
機
関

の
充
実

3
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
等
の
労

働
条
件
の
向

上
○
企
業

に
対

す
る

パ
ー
ト

タ
イ

ム
雇
用
の

指
導

○
内
職

者

、
家
族
従

業
者
の

労
働
条
性
向

上
の

た
め
の
内
職

相
談

、
あ
っ
せ
ん

、

技
能

指
導
の
充

実

○
家
内

労
働
法

に
つ
い
て
の
啓

発
指
導

の

強
化

○
内
職

者

、
家
族

従
業
者
の

労
働
環
境

の

改
善

4
母
性

保
護
の
徹

底

○
女
性

の
労
働
(

母
性
保
護

を
含
む
)

に

関
す

る
実
態
調

査
の
実
施

○
働
く
女

性
の
母

性
保
護
の

啓
発

○
労
使

に
対
す
る

母
性
保
護

の
指
導

と
啓

発
5
育
児

・
介
護
看

護
施
策
の

充
実

○
介
護
乃

護
施

策
の
充
実

○
育
児

・
保
育

事
業
等
の
充

実

○
育
児

時
間
・
育

時
休
業
制

度
の
企

業
に

対
す

る
普
及

・
指
導

○
育
児

時
間

、
育

児
休
業
制

度
の
男
女
両

性
へ

の
適
用

(
現
在
二

耶

職
種
の
女

性

、あ

る
い

は
女

性
の
み

が
対
象
と

な
っ
て

い
る
育

児
休

業
制
度

や
育
児
時
間

が

、
全
職

種

で
男

女
い
ず

れ
に
も
適

用
さ
れ
る
よ

う

法
制

度
の
検
討

を
国
に
要

望
し
ま
す

。)

女性の職場での差別

資料: 労働省「女子労働者の雇用管理に関する調査」1981年

所定内給与額別、男女別、企業規模別労働者数

資料: 労働省「賃金構造基本統計調査1980年
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母
性
の
保
護
と

健
康
の
維
持
管
理

健
康
は
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
な
(

て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
り
、
幸
福
な
人
生

を
支
え
る
基
盤
で
す
。

母
性
機
能
を
持
つ
女
性
の
健
康
竹
理
は

健
康
な
次
世
代
を
育
成
す
る
た
め
に
も
必

要
不
可
欠
な
重
要
課
題
で
す
。
母
性
の
胚

盤
で
あ
る
女
性
の
健
康
の
保
持
・
増
進
を

積
極
的
に
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

母
性
保
護
の
正
し
い
理
解
を
促
進
す
る

た
め
に
、
性
教
育
、
家
族
計
画
、
妊
娠
、

出
産
、
遺
伝
な
ど
に
対
す
る
正
し
い
知
識

を
男
女
共
に
普
及
し
、
母
性
保
護
と
、
毋
f

福
祉
の
増
進
を
総
合
的
に
進
め
て
い
(

必
要
が
あ
り
ま
す
。

健
康
は
単
に
病
気
で
は
な
い
と
い
う
状

態
を
さ
す
の
で
は
な
(

、
現
在
の
社
会
構

造
が
も
た
ら
す
文
明
病
や
成
人
病
か
ら
の

対
応
も
必
要
で
す
。
区
で
は
、
有
害
な
食

品
や
洗
剤
な
ど
に
よ
る
生
活
環
境
の
悪
化

や
弊
害
を
無
(
し

、
健
康
な
家
庭
生
活
の

維
持
が
保
障
さ
れ
、
安
心
し
て
住
め
る
町

づ
(
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

施
策
の
概
要

1
母
性
保
護
の
徹
底

○
母
性
保
護
充
実
の
た
め
の
啓
発
指
導
の

強
化

2
母
子
保
健
対
策
の
充
実

○
母
子
保
健
教
育
の
推
進

(妊
娠
中
及
び
乳
幼
児
期
の
適
切
な
健

康
管
理
の
た
め
に
、
妊
娠
・
出
産
―
家

族
計
画
・
育
児
に
つ
い
て
の
知
識
、
技

術
の
普
及
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
受
講

対
象
を
女
性
の
み
と
せ
ず
に
男
性
の
参

加
を
積
極
的
に
促
し
ま
す
。)

○
妊
産
婦
保
健
管
理
の
充
実

(
胎
児
に
有
害
な
影
贄
を
与
え
る
化

学
物
質
に
つ
い
て
の
情
報
、
タ
バ
コ
や

ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
胎
児
へ
の
影
響
に

つ
い
て
正
し
い
知
識
を
提
供
し
ま
す
。

妊
婦
健
康
診
査
の
回
数
を
増
や
し
、

内
容
を
充
実
し
ま
す
。)

○
母
子
保
健
事
業
の
促
進

(
各
種
健
康
診
査
、訪
問
指
導
を
充

匚
陳
匹
匯
喘
り
呼
防
、早
期
発
見
、早
期
発
見
、早
期

治
療
並
び
に
発
育
・
栄
養
な
ど
に
関
す

る
適
切
な
指
導
、援
助
を
進
め
ま
す
。

神
経
芽
細
胞
腫
<
乳
児
ガ
ン
)
の
早
期

発
見
の
た
め
の
検
診
を
実
現
し
ま
す
。)

3
母
子
医
療
対
策
の
充
実

○
母
子
医
療
救
急
網
の
確
立

(妊
産
婦
の
疾
病
予
防
や
異
常
出
産

時
対
策
に
つ
い
て
適
切
な
助
言
や
指
導

が
で
き
る
情
報
網
や
緊
急
時
の
救
急
医

療
体
制
の
幣
備
や
、
未
熟
児
、
新
生
児

の
救
急
対
策
な
ど
毋
亡
医
療
の
瞥
備
か

必
要
な
た
め
、
公
的
総
合
病
院
の
誘
致

を
促
進
す
る
と
共
に
。
地
域
保
健
医
療

計
画
の
策
定
を
検
討
し
ま
す
。

〇
医
療
援
護
の
強
化

4
健
康
づ
く
り
の
推
進

○
成
人
病
等
の
早
期
発
見
と
予
防
対
策
の

強
化

○
健
康
増
進
対
策
の
充
実

(種
々
の
検
診
結
果
を
記
入
し
、
自

ら
の
健
康
状
態
を
知
り
、
健
康
を
配
慮

し
た
生
活
を
送
る
手
段
と
し
て
、
健
康

手
帳
を
交
付
し
ま
す
ご

○
食
品
等
の
安
全
性
の
確
保

○
保
継
所
・
保
健
相
談
所
の
充
実

(
保
健
所
・
保
健
相
談
所
の
増
設
と

そ
の
機
能
を
拡
充
す
る
。

母
子
保
健
・
育
児
相
談
1
1
0
番
<
電
話

相
談
>
を
開
設
し
、気
軽
に
相
談
で
き

る
体
制
を
つ
(
り
ま
す
ご

5
地
域
医
療
活
動
の
強
化

○
地
城
保
健
活
動
の
充
実
、
巡
回
指
導
の

強
化(

家
業
や
内
職
に
従
聨
す
る
婦
人
、

老
人
、障
害
者
㈲
介
礁
病
人
看
護
等

に
従
事
し
て
い
る
女
性
や
、母
子
家
庭

の
女
性
な
ど
家
を
あ
け
に
く
い
女
性
に

対
し
て
、年
に
一
回
は
健
康
診
断
が
受

ら
れ
る
よ
う
区
民
健
診
を
受
診
し
や
す

い
体
制
に
整
え
、女
性
自
ら
が
健
康
管

理
に
気
を
配
り
、で
き
る
だ
け
受
診
す

る
よ
う
啓
発
指
導
を
行
い
ま
す
。)

○
公
的
総
合
病
院
の
誘
致

健廉診談受診状況<主婦層>( 単位: %)

昭和56 年足立区世論調査

介護者の続柄

老人を介護する人( 東京都・55年)

「老人生活実態調査報告書」( 東京都福祉局)

老人の年金・手当等の受給(年額)

<「老人生活実態調査報告書」S56. 3東京都>

家
庭
生
活
の
安
定
と

福
祉
の
向
上

家
庭
は
社
会
に
お
け
る
も
っ
と
も
基
本

的
な
生
活
単
位
で
あ
り
、
次
世
代
を
生
み

育
て
る
場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

今
日
の
家
庭
生
活
は
、
長
い
歴
史
の
中

で
培
わ
れ
た
「
女
は
内
、
男
は
外
」
と
い

っ
た
性
別
役
割
分
業
意
識
に
よ
っ
て
、
女

性
の
仕
事
と
さ
れ
、
男
性
の
参
加
が
遅
れ

て
い
ま
す
。

家
庭
の
中
で
の
家
事
や
育
児
は
、
人
間

に
と
っ
て
欠
(
こ
と
の
で
き
な
い
基
本
的

な
営
み
で
あ
り
、
家
庭
へ
の
参
加
は
女
性

ば
か
り
で
な
(
、
家
族
全
員
が
そ
の
年
齢

や
能
力
に
応
じ
て
参
加
す
べ
き
も
の
で
し

ょ
う
。
こ
の
考
え
方
は
、
今
日
の
国
際
的

動
向
と
一
致
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

家
庭
で
の
男
女
平
等
は

、
社
会
で
の
男

女
f
等
の
基
礎
と
な
り
ま
す
、
女
性
と
男

性
が
共
に
ず
等
な
共
同
責
任
を
担
い
つ
つ

築
き
あ
げ
る
家
庭
は
、
社
会
の
中
で
の
男

女
7
等
の
実
現
と
、
婦
人
問
題
の
解
決
の

た
め
に
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

今
日

、
女
性
の
社
会
的
・
経
済
的
な
遅

れ
に
よ
り
、
女
性
は
経
済
生
活
基
盤
が
弱

く
、
老
齢
者
、
母
子
家
庭
の
女
性
は
充
実

し
た
家
庭
生
活
を
営
む
こ
と
が
鮮
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
方
で
は
経
済
的

に
自
立
し
て
い
こ
う
と
す
る
女
性
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

女
性
に
紂
す
る
福
祉
施
策
の
必
要
性
は

多
岐
に
わ
た
り
そ
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重

要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

区
で
は
今
後
さ
ら
に
福
祉
施
策
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

施
策
の
概
要

1
育
児
・
保
育
施
策
の
充
実

○
保
育
施
設
の
整
備

○
保
育
内
容
の
充
実

○
学
童
保
育
事
業
等
の
充
実

2
介
護
看
護
施
策
の
充
実

○
ね
た
き
り
老
人
・
心
身
障
害
者
等
の
家

庭
介
護
看
駿
事
業
の
助
成

(ね
た
き
り
老
人
、
一
人
暮
し
老
人

痴
呆
性
老
人
、
お
よ
び
日
常
生
活
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
重
度
の
心
身
障
害

者
な
ど
特
別
な
介
護
看
護
を
必
要
と
す

る
老
人
に
対
し
て
、
訪
問
呑
護
、
家
庭

本
仕
員
の
派
遣
、
巡
回
入
浴
、
柚
祉
手

当
、
日
常
生
活
用
具
の
支
給
等
に
よ
り

専
門
的
な
指
導
や
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
、
間
接
的
に
介
護
看
護
者

大
多

数
女
性

を
援
助
し
ま
す
。)

○
ね
た
き
り
老
人
等
の
機
能
回
復
体
制
の

整
備

○
ね
た
き
り
老
人
等
の
施
設
保
護
事
業
の

実
施(にね

た
き
り
老
人
の
介
護
に
あ
た
る

家
族
が
病
気
等
で
一
時
的
に
介
護
を
行

う
こ
と
が
で
き
な
(
な
っ
た
場
合
、
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
ィ

ー
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
老

人
施
設
へ
の
緊
急
一
時
保
護
事
業
の
充

実
に
努
め
ま
す
。)

○
心
身
障
害
者
の
家
庭
介
護
看
護
事
業
の

助
成

○
心
身
障
害
者
の
機
能
回
復
体
制
の
整
備

○
難
病
患
者
の
家
庭
介
護
援
助
事
業
の
充

実
○
難
病
患
者
の
医
療
貿
の
助
成

○
難
病
患
者
の
た
め
の
公
的
総
合
病
院
の

誘
致
要
請

3
女
性
の
生
活
安
定
と
自
立
へ
の
援
助

○
母
子
家
庭
等
の
自
立
促
進
事
業
の
実
施
(

母
子
家
庭
の
経
済
的
自
立
を
促
進
す

る
た
め
、
職
業
訓
練
制
度
や
子
ど
も
の

就
職
に
際
し
て
の
身
元
保
証
制
度
の
普

及
啓
発
に
努
め
ま
す
。)

○
中
高
年
独
身
女
性
の
生
活
の
安
定

○
生
活
保
護
基
準
に
お
け
る
男
女
格
差
の

是
正

○
―婦
人
相
談
事
業
の
実
施

○
家
庭
相
談
事
業
の
実
施

4
老
後
生
活
の
福
祉
の
充
実

○
高
齢
者
の
能
力
活
用
と
生
き
が
い
対
策

の
強
化

○
老
後
生
活
の
安
定

国
民
年
金
制
度
を
広
く
周
知
す
る
た
め
、

区
の
広
報
紙
、
年
金
相
談
、
婦
人
団
体
を

中
心
と
し
た
年
金
講
座
の
開
催
等
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
任
意
加
入
と
な
っ
て
い
る

妻
な
ど
の
加
入
促
進
を
、
個
別
勧
奨
な
ど

あ
ら
ゆ
る
方
法
で
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

人口ピラミッドの比較

( 男女年齢5歳階級別, 中位推計値) 全国 足立区の人口ピラミッド( 昭和55年国勢調査)
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◎
婦
人
問
題
解
決
の
た
め
の
足
立
区

行
動
計
画
の
全
文
を
お
読
み
に
な
り

た
い
方
へ

足
立
区
で
は
、
「
婦
人
問
題
解
決

の
た
め
の
足
立
区
行
動
計
画
」
を
ご

覧
に
な
り
た
い
方
に
冊
子
を
お
分
け

し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
二

四
○
円
切
手
同
封
の
う
え
左
記
に
お

申
し
込
み
に
な
る
か
、
直
接
社
会
教

育
課
婦
人
対
策
(
区
役
所
七
階
)
ま
で

お
い
で
(
だ
さ
い
。

束
京
都
足
立
区
千
住
一
丁
目四

―
十
八

教
育
委
員
会
事
務
局

社
会
教
育
課
婦
人
対
策


